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中
学
校
統
合
間
題

特
別
委
員
会
開
か
れ
る

　
去
る
五
月
三
十
一
日
役
場
庁
舎
第
二

会
議
室
に
お
い
て
秋
山
町
長
、
富
沢
教

育
長
の
出
席
を
求
め
て
町
議
会
中
学
統

合
問
題
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
次
ぎ
の

通
り
の
申
し
合
せ
さ
れ
ま
し
た
。

　
L
　
現
在
の
六
中
学
を
統
合
し
て
一

　
　
校
に
し
た
い
。

　
乞
　
校
地
買
収
並
に
整
地

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
年
度

　
　
位
置
は
前
議
会
特
別
委
員
会
で
き

　
　
め
ら
れ
た
意
見
（
大
字
松
代
地
内
）

　
　
を
尊
重
す
る
。

　
よ
　
名
目
統
合
、
昭
和
五
十
一
年
度

　
　
現
在
の
六
中
学
は
今
の
ま
ま
に
し

　
　
て
事
業
を
推
進
す
る
た
め
名
目
だ

　
　
け
統
合
す
る
。

牛
　
校
舎
建
築
、
昭
和
五
十
一
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
五
十
二
年
度

3
　
実
質
統
合
、
昭
和
五
十
三
年
度

　
　
実
際
に
生
徒
を
新
校
舎
に
収
容
。

ぴ
　
屋
内
体
育
館
建
築
、
寄
宿
舎
建

　
　
築
昭
和
五
十
三
年
度
。

L
　
説
明
懇
談
会
、
中
学
統
合
は
町

　
　
将
来
に
影
響
す
る
重
大
問
題
で
あ

　
　
り
、
各
地
域
の
住
民
各
位
か
ら
理

　
解
と
協
力
を
得
な
け
れ
ば
所
期
の

　
　
目
的
も
達
成
で
き
な
い
こ
と
な
の

　
　
で
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
各
中

　
学
校
区
域
毎
に
説
明
懇
談
会
を
開

　
催
す
る
予
定
。

　
ω
生
徒
数
が
年
々
減
少
し
、
松
代
町

　
　
に
は
小
規
模
校
ば
か
り
六
校
も
あ

　
　
っ
て
、
教
育
的
に
も
経
済
的
に
も

　
　
効
果
が
あ
が
ら
な
い
。

　
②
交
通
条
件
が
好
転
し
て
き
た
。

　
⑥
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
等
に

　
　
よ
っ
て
国
の
財
政
援
助
が
有
利
に

　
　
な
っ
て
き
た
。

②
　
統
合
実
施
の
方
針

ω
統
合
校
は
近
代
教
育
に
遅
れ
な
い

　
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
近
代
的
教

　
育
施
設
々
備
を
統
実
さ
せ
た
い
。

②
国
や
県
の
交
通
施
策
や
町
の
総
合

　
計
画
に
よ
り
通
学
条
件
の
好
転
す

　
る
こ
と
と
相
待
っ
て
統
合
を
推
進

　
し
遠
距
離
通
学
生
に
は
な
る
べ
く

　
交
通
機
関
を
利
用
さ
せ
た
い
。

⑥
冬
季
間
寄
宿
舎
に
収
容
す
る
生
徒

　
は
な
る
べ
く
現
在
三
中
学
の
寄
宿

　
舎
に
収
容
す
る
生
徒
を
余
り
上
廻

　
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
尚
寄
宿
生
に
は
経
済
負
担
の
軽
減

　
を
図
る
と
共
に
疎
外
感
を
持
た
せ

　
な
い
よ
う
に
施
設
々
備
に
注
意
す

　
る
。

0
　
昭
和
四
十
八
年
度
中
学
生
徒
数
、
学
級
数
、
教
員
数
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④
　
中
学
在
籍
生
徒
数
の
推
移
と
今
後
の
推
定
（
昭
三
九
～
五
四
）

学
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中
学
統
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関
す
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参
考
事
項

①
　
な
ぜ
中
学
校
を
統
合
し
よ
う
と
す

　
る
の
か
。

、
松
代
中
学
校

森
”

山
平
　
〃

三
一
七

　
六
一

一
〇
〇
㎝

一
八
○
…

一八三二
四三一八

一
七
九

二
六

五
〇

八
二

山　　　 扁一“』　　　　　　　　　，．．』」．

ノ＼　　＿　　一　　／＼

四九五一

桐　奴

計山希
〃　　〃

一
〇　　　二
八　　　四
六　　　八

一
〇　　　二
二　　　　二
五　　　一・

六　　　一
八　　　五
六　　　五

五　　　一
七　一　一一

八　〇二

四　　　一
四　　　〇
九　九　三

三
六　　　八
二　七　六

（1）



（2）

⑤
　
統
合
校
の
生
徒
数
、
学
級
数

十
九
日
で
期
限
切
れ

学

年
　
　
学
級
数

生
徒
数
．

備

考

特　三二一
計　　　学　学　学

殊　年年　年
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五級
　　　事養教一数　計務護
●及
甲び　　職教
　　　員員員一生
現徒
在数　二　　　二

は
）
　
　 二一一〇

人

⑥
　
適
正
規
模
の
学
校
に
統
合
す
る
と

　
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
か
。

　
ω
専
門
教
科
の
教
師
か
ら
担
当
し
て

　
　
も
ら
わ
れ
る
。
十
二
学
級
規
模
の

　
　
学
校
に
な
ら
な
い
と
一
人
一
教
科

　
　
担
当
は
無
理
で
あ
る
。

　
②
大
勢
の
教
師
の
指
導
や
友
人
の
指

　
　
戟
を
受
け
て
教
育
効
果
を
高
め
る

　
　
こ
と
が
で
き
る
。
物
に
集
団
活
動

　
　
が
活
発
に
な
っ
た
り
、
学
力
が
向

　
上
す
る
。

③
〕
教
育
の
近
代
化
に
伴
い
必
要
に
な

　
っ
て
く
る
高
価
な
教
育
機
器
で
も

　
購
入
し
て
学
習
さ
せ
ら
れ
る
。

㈲
学
校
の
管
理
運
営
に
必
要
な
人
件

　
費
、
施
設
々
備
費
、
そ
の
他
消
費

　
的
経
費
等
を
経
済
的
に
運
用
で
き

　
る
。

㈲
教
師
が
校
務
分
担
が
で
き
る
の
で

　
研
修
の
機
会
に
恵
ま
れ
や
す
い
。

昭
和
四
十
一
年
全
国
学
力
調
査
規
模
別
成
績
（
本
県
中
学
第
三
学
年
）
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〇　六　四　四　六
占
ノ、、、

数

ー
年
賀
は
が
き
賞
品
の

　
　
引
換
期
限
せ
ま
る
ー

　
お
年
玉
は
が
き
当
選
賞
品
引
替
え
は

七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。
も
う
一
度
番

号
を
た
し
か
め
て
、
早
く
郵
便
局
へ
申

出
下
さ
い
。

　
せ
っ
か
く
当
選
し
て
い
る
の
に
引
替

え
を
し
な
い
の
が
四
・
五
割
も
あ
り
ま

す
。　

十
九
日
ま
ぎ
わ
に
な
り
ま
す
と
、
賞

品
が
す
ぐ
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
お
早
目
に
引
替
え
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
郵
便
局
）
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